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都
東
廓
の
思
想
形
成
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
王
陽
明
思
想
の
受
容
と
変
容

木

村

慶

二

は
じ
め
に

　
山
下
龍
二
氏
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
王
学
左
派
の
思
想
史
的
意
義
を
、
日
本
・
中
国
を
通
じ
て
最
も
早
く
評
価
し
た
の
は
、
大
塩
中
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一

ｵ
九
三
～
一
八
三
七
）
で
あ
る
が
（
「
明
代
思
想
研
究
史
」
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
、
一
九
八
七
年
）
、
戦
後
の
わ
が
国
に
詐
る
陽

明
学
研
究
に
於
て
も
、
島
田
三
次
、
溝
口
雄
三
、
荒
木
見
悟
、
岡
田
武
彦
の
各
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
左
派
王
学
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

究
が
多
く
、
又
か
な
り
の
成
果
も
あ
げ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
左
派
は
良
知
の
現
在
成
就
と
い
う
陽
明
学
の
独
自

性
を
最
も
豊
か
に
体
現
し
、
思
想
界
を
席
巻
し
た
。
し
か
し
当
時
の
思
想
界
は
、
陽
明
学
に
批
判
的
・
否
定
的
な
思
想
家
た
ち
も
存
在
し

た
し
、
王
門
内
部
に
於
て
も
陽
明
学
の
様
々
な
受
容
形
態
（
変
容
も
含
め
て
）
が
存
し
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
左
派
以
外
の
王
門
諸
子
の
研
究
と
し
て
は
、
岡
田
武
彦
氏
に
王
門
を
国
王
派
（
左
派
）
、
帰
寂
派
（
右
派
）
、
修
士
派
（
中
間
派
）
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

派
に
分
け
て
と
ら
え
る
研
究
（
一
九
七
〇
年
）
、
陽
明
学
大
系
第
五
巻
『
陽
明
門
下
（
上
）
』
に
尽
る
銭
荘
山
・
郷
東
廓
・
欧
陽
南
野
・
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

双
江
・
細
図
庵
の
解
説
及
び
注
釈
（
一
九
七
三
年
）
、
荒
木
見
悟
氏
に
い
わ
ゆ
る
右
派
の
最
双
江
・
羅
念
庵
に
関
す
る
論
考
（
一
九
八
四
年
）
、

な
ど
近
年
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
十
分
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
左
派
以
外
の
人
々
の
思
想
を
検
討
し
て
ゆ

く
こ
と
は
、
従
来
の
研
究
の
不
十
分
な
点
を
補
う
こ
と
で
あ
り
、
又
そ
れ
が
左
派
と
い
わ
れ
る
人
々
の
思
想
自
体
を
と
ら
え
直
す
契
機
に

も
な
ろ
う
。
そ
し
て
ひ
い
て
は
陽
明
学
全
体
の
思
想
史
的
意
義
を
考
察
す
る
際
に
、
よ
り
豊
か
な
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
本
稿
で
は
い
わ
ゆ
る
中
道
派
・
中
間
派
に
属
す
る
と
言
わ
れ
て
き
た
郷
東
廓
の
思
想
を
取
り
上
げ
る
。

【
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東
廓
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
「
郷
東
廓
思
想
研
究
序
説
」
　
（
九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
1
7
、
一
九
九
一
年
）
の

中
で
総
括
し
て
お
い
た
。
東
廓
思
想
に
対
す
る
評
価
の
現
在
ま
で
の
到
達
点
は
、
陽
明
思
想
の
根
本
的
立
場
を
継
承
は
し
た
が
、
心
の
本

体
を
「
至
善
無
悪
」
と
と
ら
え
、
既
成
の
価
値
観
を
安
易
に
追
認
し
か
ね
ぬ
傾
向
も
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

本
稿
に
於
て
は
、
東
廓
自
身
が
如
何
な
る
経
緯
を
た
ど
っ
て
「
至
善
無
悪
」
の
思
想
に
行
き
着
い
た
の
か
と
い
う
思
想
形
成
の
過
程
を
追

い
か
け
て
み
た
い
。
彼
の
思
想
遍
歴
を
ふ
り
返
り
、
彼
自
身
の
問
題
意
識
に
即
し
て
、
師
で
あ
る
王
陽
明
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
し
て
受

容
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
で
き
る
限
り
具
体
的
に
検
証
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
な
お
引
用
資
料
中
の
括
弧
内
は
、
筆
者
が
便
宜
的
に
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
東
廓
郷
先
生
文
集
』
ば
、
九
州
大
学
所
蔵
、
隆
慶

六
年
刊
本
を
底
本
と
し
て
使
用
し
た
。

　
郷
東
廓
（
名
は
享
益
、
字
は
謙
之
、
東
食
は
号
、
一
四
九
一
～
一
五
六
二
）
の
思
想
形
成
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
、
便
宜
的
に
①
王
陽
明

思
想
を
ど
の
よ
う
な
形
で
受
容
し
、
②
そ
れ
を
自
己
の
内
部
で
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
二
つ
に
分
け
て
論
を
進

め
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
東
明
は
実
際
に
陽
明
と
会
見
し
た
事
実
が
認
め
ら
れ
る
の
で
以
下
に
列
挙
し
て

み
る
。

　
　
ω
正
徳
五
年
。
東
廓
二
十
歳
、
陽
明
三
十
九
歳
。
　
（
於
江
西
省
吉
安
里
盧
陵
県
）

　
　
　
東
予
が
陽
明
を
慕
っ
て
当
時
盧
陵
の
知
県
を
し
て
い
た
陽
明
に
会
い
に
行
っ
た
。
　
（
取
天
台
文
集
、
以
下
「
天
台
集
」
と
略
す
、

　
　
　
巻
十
四
、
東
廓
郷
先
生
伝
、
以
下
「
東
廓
伝
」
と
略
す
）

　
　
②
正
徳
十
四
年
。
東
廓
二
十
九
歳
、
陽
明
四
十
八
歳
。
　
（
於
江
西
省
籟
州
府
）

　
　
　
「
格
致
」
　
「
慎
独
」
に
関
す
る
積
年
の
疑
問
を
陽
明
に
質
問
。
　
（
同
）

　
　
㈲
　
正
徳
十
五
年
。
東
廓
三
十
歳
、
陽
明
四
十
九
歳
。
　
（
於
江
西
省
籟
州
府
）

　
　
　
再
度
慶
州
で
会
見
す
る
。
そ
の
詳
細
は
不
明
。
　
（
東
廓
郷
先
生
文
集
、
以
下
「
東
廓
集
」
と
略
す
、
巻
一
、
贈
王
孔
橋
）

一
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㈲
嘉
靖
二
年
。
東
廓
三
十
三
歳
、
陽
明
五
十
二
歳
。
　
（
於
漸
江
錦
江
興
野
）

　
　
　
東
廓
が
越
州
に
赴
い
て
会
見
す
る
。
滞
在
は
一
ヶ
月
余
り
に
も
及
ぶ
。
　
（
天
台
集
、
巻
十
四
、
東
寺
伝
）

　
　
⑤
嘉
靖
三
年
。
東
廓
三
十
四
歳
、
陽
明
五
十
三
歳
。
　
（
於
簡
粗
深
江
興
府
）

　
　
　
左
遷
の
地
で
あ
る
安
徽
省
広
徳
州
に
向
か
う
途
中
、
越
州
の
陽
明
を
訪
ね
る
。
　
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
東
廓
は
三
四
歳
の
時
、
い
わ
ゆ
る
大
礼
の
議
に
関
す
る
二
度
目
の
上
奏
を
し
て
帝
の
怒
り
に
ふ
れ
、
安
徽
省
広
徳
州
の
判
官
（
知
州
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

属
僚
）
に
左
遷
さ
れ
る
ま
で
に
、
陽
明
と
五
た
び
会
見
し
て
い
る
。
こ
の
会
見
に
関
し
て
、
黄
宗
義
は
、
　
「
初
め
て
文
成
に
度
台
に
見
え
、

父
の
墓
に
表
せ
ん
こ
と
を
求
む
。
殊
に
学
に
意
な
き
な
り
」
　
（
明
儒
学
案
、
巻
十
六
、
郷
東
廓
伝
）
と
述
べ
て
、
両
者
の
最
初
の
出
会
い

を
②
の
正
徳
十
四
年
と
し
、
し
か
も
東
廓
は
学
問
的
意
図
を
も
っ
て
会
見
し
た
の
で
は
な
く
、
父
の
墓
表
の
執
筆
依
頼
に
来
た
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き

こ
の
依
頼
に
関
し
て
陽
明
が
、
　
「
令
先
公
の
墓
表
は
、
決
し
て
約
に
負
か
ず
。
但
だ
向
に
は
紛
冗
憂
病
の
中
に
在
り
、
近
ご
ろ
は
復
た
咳

　
　
　
　
お
こ

患
盛
ん
に
作
れ
ば
、
更
に
仮
す
に
日
月
を
以
て
せ
ん
こ
と
を
求
む
る
の
み
」
　
（
王
文
成
公
全
書
、
巻
六
、
寄
与
謙
之
⇔
）
と
述
べ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
執
筆
依
頼
が
確
か
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
嘉
靖
五
年
に
は
、
ま
だ
こ
の
墓
表
は
執
筆
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
と
が
分
か
る
。
し
か
し
面
白
い
こ
と
に
、
取
天
台
（
｝
五
二
四
～
一
五
九
六
）
に
よ
れ
ば
こ
の
会
見
よ
り
九
年
も
前
の
正
徳
五
年
に
両
者

は
出
会
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
辛
末
（
正
徳
六
年
）
、
先
生
（
東
廓
）
、
年
二
十
一
。
会
試
第
一
た
り
。
是
よ
り
先
（
正
徳
五
年
）
、
文
成
王
公
、
移
り
て
盧
陵
に
令

　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
た
り
。
先
生
、
慕
い
て
こ
れ
に
見
ゆ
。
一
見
し
て
期
許
す
。
是
の
歳
（
正
徳
六
年
）
、
王
公
、
吏
部
主
事
を
以
て
分
校
を
司
る
。
試

　
　
を
洩
る
者
、
王
公
に
精
鑑
有
る
を
知
り
、
年
譜
巻
を
出
し
て
裁
を
王
公
に
取
る
。
先
生
の
巻
に
閲
し
及
び
て
曰
く
、
　
「
此
れ
必
ず
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
福
の
翼
翼
な
り
。
文
を
論
ず
る
こ
と
亡
く
其
の
人
品
、
亦
た
天
下
に
冠
た
る
者
な
り
」
と
。
遂
に
南
宮
に
冠
た
り
。
廷
試
及
第
第
三

　
　
人
。
翰
林
編
修
を
授
け
ら
る
。
　
（
天
台
集
、
巻
十
四
、
東
回
伝
）

　
東
廓
に
関
す
る
伝
記
資
料
の
中
で
、
二
〇
歳
の
時
の
こ
の
陽
明
と
の
会
見
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
こ
の
資
料
の
み

で
あ
る
。
こ
の
会
見
は
果
し
て
事
実
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
東
廓
の
黒
斑
及
第
は
正
徳
六
年
で
あ
り
（
江
西
通
志
、
巻
二
十
六
、
明
進
士
二
）
、

注
⑨
で
示
し
た
よ
う
に
、
同
年
二
月
、
陽
明
は
会
試
の
答
案
調
査
官
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
東
廓
が
古
園
に
及
第
し
た
二
一
歳
の

時
点
で
、
陽
明
と
少
な
か
ら
ぬ
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る
記
録
は
、
困
窮
庵
の
著
し
た
「
東
廓
郷
公

一
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墓
誌
銘
」
に
も
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
辛
末
、
構
造
あ
り
。
陽
明
公
、
同
異
官
た
り
て
こ
れ
を
賞
議
し
、
遂
に
第
一
に
置
く
。
廷
試
及
第
第
三
人
、
翰
林
院
編
修
を
授
け
ら

　
　
る
。
　
（
念
庵
先
生
集
、
巻
十
五
）

　
当
時
会
試
の
答
案
調
査
官
で
あ
っ
た
陽
明
は
、
会
元
と
な
っ
た
東
廓
の
選
抜
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
東
廓
は
思
想
的
に
は
と
も
か

く
形
式
的
に
は
、
こ
の
時
点
で
陽
明
か
ら
多
大
な
学
恩
を
受
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
前
年
、
東
廓
が
陽
明
を
慕
っ
て
会

見
に
赴
い
た
と
い
う
記
録
と
、
陽
明
が
名
を
伏
せ
て
あ
る
答
案
の
一
つ
を
見
て
、
す
ぐ
さ
ま
「
こ
れ
は
あ
の
菓
廓
の
答
案
だ
」
と
気
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

た
と
い
う
そ
れ
の
信
懸
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
臥
天
台
自
身
は
、
　
「
乃
ち
先
生
（
陽
明
）
に
若
い
て
門
に
及
ぶ
の
諸
賢
に
得
る
こ
と
有

る
者
は
、
甚
だ
し
く
は
少
な
か
ら
ざ
る
も
、
顧
っ
て
実
に
宗
伝
を
承
け
正
印
を
乗
る
者
は
、
余
、
惟
だ
心
を
東
廓
先
生
一
人
に
帰
す
る
の

み
」
　
（
天
台
集
、
巻
十
二
、
広
徳
馬
廻
碑
）
と
東
今
を
極
め
て
高
く
評
価
す
る
立
場
に
立
つ
た
め
、
い
く
ぶ
ん
東
今
に
好
意
的
な
叙
述
が

な
さ
れ
て
い
．
よ
う
が
、
さ
し
当
た
っ
て
は
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
事
実
と
し
て
受
け
と
め
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。

　
次
に
考
え
た
い
の
は
、
東
廓
は
陽
明
に
出
会
う
前
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
学
問
観
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次

の
資
料
を
見
ら
れ
た
い
。

　
　
瞼
年
（
壬
甲
、
正
徳
七
年
、
東
廓
二
十
二
歳
）
、
先
生
、
亦
た
引
疾
し
、
帰
り
て
侍
養
す
。
四
方
の
人
士
、
来
り
て
学
を
受
く
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ぶ
か

　
　
日
、
大
学
・
中
庸
を
読
み
、
選
り
て
曰
く
、
　
「
墨
黒
、
学
を
曽
子
に
受
く
る
者
な
る
も
、
大
学
は
筆
致
を
先
に
し
、
中
庸
は
首
に
慎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
独
を
掲
ぐ
る
は
何
ぞ
や
」
と
。
積
疑
、
釈
け
ず
。
　
（
天
台
集
、
巻
十
四
、
東
廓
伝
）

　
東
廓
は
「
子
思
は
学
を
曽
子
に
受
け
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
　
『
大
学
』
で
は
格
物
致
知
を
先
に
し
、
　
『
中
庸
』
で
は
慎
独
を
始
め
に
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
疑
問
の
な
か
み
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
で

は
、
伝
五
章
で
「
格
物
致
知
」
が
、
伝
六
章
で
「
誠
意
」
の
功
夫
で
あ
る
「
慎
独
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
朱
子
は
こ
の
よ
う
に
「
誠
意
」

の
前
に
「
格
物
致
知
」
を
持
っ
て
く
る
わ
け
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
蓋
し
心
体
の
明
に
未
だ
尽
く
さ
ざ
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
そ
の
発
す
る
所
、
必
ず
実
に
其
の
力
を
用
う
る
能
わ
ず
し
て
、
荷
焉
と
し
て

　
　
以
て
自
ら
欺
く
由
有
り
。
然
れ
ど
も
或
は
已
に
明
ら
か
な
る
も
、
こ
こ
（
誠
意
）
に
謹
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
そ
の
明
な
る
所
、
又
た
己

　
　
に
有
す
る
に
興
ず
し
て
、
以
て
徳
に
進
む
の
基
と
為
る
な
し
。
故
に
此
章
（
誠
意
章
）
の
指
は
、
必
ず
上
層
（
格
物
致
知
章
）
を
承

一
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け
て
、
こ
れ
を
通
愛
し
て
、
然
る
後
、
以
て
そ
の
力
を
用
う
る
の
始
終
を
見
る
有
り
。
そ
の
序
の
乱
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
功
の
間
く

　
　
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
此
の
如
し
。
　
（
大
学
章
句
、
伝
六
章
、
注
）

　
朱
子
に
と
っ
て
「
格
物
致
知
」
と
「
誠
意
」
と
は
、
双
方
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
順
序
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も

「
格
致
」
↓
一
誠
意
」
　
（
す
な
わ
ち
「
慎
独
」
）
で
あ
り
そ
の
逆
で
は
あ
り
え
な
い
と
理
解
さ
れ
説
明
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
朱
子
に
於
て

は
解
決
ず
み
の
問
題
、
す
な
わ
ち
「
格
致
」
と
「
慎
独
」
の
順
序
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
東
洋
は

強
い
疑
問
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
こ
の
疑
問
を
七
年
間
持
ち
続
け
、
二
十
九
歳
の
時
に
、
江
西
省
の
虞
州
で
陽
明
に
質
問
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
章
章
（
正
徳
十
四
年
目
、
先
生
、
年
二
十
九
。
王
公
に
釜
台
に
就
き
質
す
。
王
公
曰
く
、
　
「
致
知
と
は
、
吾
が
心
の
良
知
を
事
事
物

　
　
物
に
致
す
な
り
。
吾
が
心
の
良
知
を
事
事
物
物
に
致
せ
ば
、
即
ち
事
事
物
物
、
皆
そ
の
理
を
得
。
独
と
は
即
ち
所
謂
良
知
な
り
。
慎

　
　
独
と
は
そ
の
良
知
を
致
す
所
以
な
り
。
下
汐
昏
昏
と
は
、
そ
の
独
を
慎
し
む
所
以
な
り
。
大
学
・
中
庸
の
旨
は
一
な
り
」
と
。
先
生
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
く
し

　
　
諮
然
と
し
て
悟
り
、
遂
に
粛
賛
し
て
師
事
す
。
　
（
天
台
集
、
巻
十
四
、
東
吊
革
）

　
王
陽
明
は
一
大
学
の
要
は
誠
意
の
み
」
　
（
文
成
全
書
、
八
七
、
大
学
古
本
序
）
と
言
い
、
　
『
大
学
』
の
功
夫
を
「
誠
意
」
に
よ
っ
て
総

括
す
る
。
た
だ
こ
こ
で
言
う
「
誠
意
」
と
は
、
　
「
誠
意
の
功
は
格
物
の
み
」
　
（
同
）
と
言
う
よ
う
に
、
　
「
格
物
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
い

性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
由
は
、
　
「
蓋
し
身
・
心
・
意
・
知
・
物
は
、
回
れ
そ
の
工
夫
の
用
う
る
所
の
条
理
な
り
。
亦
た
各
お
の

そ
の
所
有
り
と
錐
も
、
而
も
そ
の
実
は
只
だ
是
一
物
の
み
。
格
・
致
・
誠
・
正
・
修
は
、
是
れ
そ
の
条
理
の
用
ふ
る
所
の
工
夫
な
り
。
亦

た
皆
な
そ
の
名
有
り
と
錐
も
、
而
も
そ
の
実
は
只
だ
守
れ
一
事
の
み
」
　
（
王
文
成
公
全
書
、
巻
二
六
、
大
学
問
）
と
言
う
よ
う
に
、
陽
明

に
と
っ
て
「
格
物
」
　
「
致
知
」
　
「
誠
意
」
等
の
功
夫
の
内
実
は
、
基
本
的
に
は
同
一
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
陽
明

の
晩
年
に
於
て
、
こ
れ
ら
の
功
夫
は
「
良
知
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
統
一
的
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
「
致
知
」
と
は
良
知
を
事
物
に
致
す
こ
と
、
　
「
慎
独
」
と
は
良
知
を
致
す
て
だ
て
な
の
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
術
語
は
と
も
に

人
間
存
在
の
最
も
根
源
的
な
も
の
と
最
も
現
実
的
な
も
の
と
を
併
せ
持
つ
「
良
知
」
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
陽
明
思
想
に
と
っ
て
す
べ
て
の
功
夫
は
、
　
「
良
知
」
の
活
動
と
し
て
一
元
的
に
説
明
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
学
問
に
ふ

れ
た
東
廓
は
、
　
「
致
知
」
と
「
慎
独
」
の
順
序
を
問
題
に
す
る
こ
と
自
体
が
間
違
い
だ
っ
た
の
だ
と
悟
り
、
七
年
聞
の
わ
だ
か
ま
り
を
一

一
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挙
に
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
陽
明
思
想
は
東
廓
を
学
問
的
覚
醒
へ
と
導
い
た
の
で
あ
る
。

二

　
で
は
次
に
東
町
の
思
想
が
、
師
陽
明
と
の
出
会
い
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
『
東
南
郷
先
生
文
集
』
十
二
巻
（
隆
慶
六
年
刊
、
九
州
大
学
所
蔵
）
、
及
び
『
東
南
郷
先
生
遺
稿
』
十
三
巻
（
刊
年
不
詳
、
尊
翰
閣
文
庫

所
蔵
）
に
は
、
東
廓
が
陽
明
に
あ
て
た
書
簡
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
陽
明
が
東
廓
に
あ
て
た
書
簡
で
、
　
『
王
文
成
公
全
書
』
に
採
録

さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
七
通
で
あ
る
。

α
「
三
郷
謙
之
」

②
「
　
同
　
」

③
「
寄
郷
謙
之
」

㈲
「
　
同
　
」

⑤
「
　
同
　
」

⑥
「
　
同
　
」

⑦
「
　
同
　
」

（
巻
五
、
正
徳
十
六
年
）

（
巻
五
、
嘉
靖
四
年
）

（
三
六
、
嘉
靖
五
年
）

（
同

（
同

（
同

（
同

、、、、

同同同同

　
こ
れ
ら
を
一
読
し
て
分
か
る
こ
と
は
、

用
教
札
、
時
に
及
び
、
離
索
を
慰
む
る
に
足
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
東
廓
が
陽
明
に
複
数
の
書
簡
を
送
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

書
簡
を
通
し
て
、
東
廓
思
想
を
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ

　
　
謙
之
の
学
は
、
既
に
以
て
そ
の
大
原
を
得
た
れ
ば
、
近
ご
ろ
想
う
、
渉
冠
す
る
こ
と
彌
々
久
し
け
れ
ば
、
則
ち
功
夫
、
当
に
益
々
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し

　
　
明
な
る
べ
し
、
と
。
席
を
接
し
一
即
し
て
以
て
切
劉
に
資
す
る
に
因
な
し
。
傾
企
、
如
何
せ
ん
。
　
（
書
信
③
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
取
天
台
の
記
す
「
伝
」
に
よ
れ
ば
、
嘉
靖
二
年
の
会
見
の
時
に
も
陽
明
は
『
論
語
』
の
言
を
引
い
て
東
廓
を
激
賞
し
て
い
る
が
、
そ
れ

））））

　
つ
　
　
　
　
　
　
　
に
わ

「
喩
ぐ
る
所
の
弊
か
に
盤
錯
に
臨
む
は
…
…
」
　
（
書
簡
②
）
、
　
「
示
諭
を
承
く
」
　
（
書
簡
㈲
）
、

　
　
　
（
書
簡
⑤
）
、
　
「
来
喩
、
以
て
事
を
主
と
す
る
を
罵
る
と
為
す
は
…
…
」
　
（
書
簡
⑦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
そ
れ
ら
は
現
存
し
な
い
た
め
、
陽
明
の
東
廓
あ
て

「
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よ
り
三
年
後
の
こ
の
書
簡
に
於
て
も
、
陽
明
は
東
廓
の
学
問
は
根
本
の
と
こ
ろ
を
会
得
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
発
言
を
額
面
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
に
受
け
取
れ
ば
、
は
じ
め
て
越
に
出
か
け
て
陽
明
に
見
え
た
靴
工
二
年
か
ら
、
陽
明
が
没
す
る
二
年
前
に
当
た
る
嘉
靖
五
年
に
か
け
て
、

す
な
わ
ち
正
徳
十
四
年
に
二
九
歳
で
陽
明
に
師
事
し
て
か
ら
七
年
足
ら
ず
で
、
東
漸
の
陽
明
思
想
理
解
は
か
な
り
の
水
準
に
達
し
て
い
た

と
言
え
る
。

　
で
は
実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
　
『
東
廓
郷
先
生
文
集
』
で
著
述
年
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
嘉
靖
七
年
と
八
年
に
書
か
れ
た

次
の
二
つ
の
文
章
か
ら
、
東
廓
が
陽
明
思
想
に
十
分
習
熟
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
れ
ど

　
　
後
の
学
ぶ
者
、
聖
賢
の
天
下
に
君
師
た
り
て
、
そ
の
成
功
文
章
、
魏
魏
と
し
て
天
に
登
る
が
若
き
を
見
る
。
然
而
も
遂
に
以
て
賑
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
　
け
い

　
　
べ
か
ら
ず
と
為
す
。
諸
を
患
う
る
に
、
明
堂
清
幽
の
中
に
入
り
て
、
そ
の
重
門
層
理
の
千
方
万
員
な
る
を
見
、
前
羅
宇
航
し
て
眩
然

　
　
　
　
　
　
お
ど
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
と
し
て
以
て
骸
く
な
り
。
而
し
て
堅
造
す
る
所
以
は
、
規
矩
を
図
回
す
る
の
外
に
他
術
な
き
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
二
三
子
、
そ
れ
将

　
　
た
こ
れ
を
規
矩
に
求
む
る
か
。
将
た
こ
れ
を
方
円
に
求
む
る
か
。
良
知
の
教
は
、
規
矩
を
操
り
て
以
て
方
円
を
出
す
な
り
。
而
る
に

　
　
　
の
っ
と
　
　
　
の
っ
と
　
　
　
　
　
　
こ
う

　
　
方
に
翻
り
員
に
巡
る
者
、
復
た
閾
然
と
し
て
禅
を
以
て
こ
れ
を
疑
う
。
鳴
呼
、
親
長
を
愛
敬
す
る
は
、
吾
が
良
知
な
り
。
親
を
親
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
し
長
を
長
と
し
て
以
て
天
下
に
達
す
る
は
、
将
た
吾
の
良
知
を
致
す
に
非
ざ
る
か
。
側
隠
怠
癖
は
、
吾
が
良
知
な
り
。
善
し
て
こ
れ

　
　
を
充
し
、
以
て
四
海
を
保
つ
は
、
将
た
吾
の
良
知
を
致
す
に
非
ざ
る
か
。
興
れ
を
か
礼
と
為
し
、
捗
れ
か
を
非
礼
と
為
す
は
、
吾
の

　
　
良
知
な
り
。
礼
に
非
ざ
れ
ば
視
聴
言
動
す
る
是
く
、
天
下
仁
に
帰
す
る
は
、
将
た
吾
の
良
知
を
致
す
に
非
ざ
る
か
。
是
れ
郷
魯
の
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
承
な
り
。
坐
る
に
何
ぞ
禅
も
て
こ
れ
を
疑
わ
ん
。
禅
の
学
は
人
倫
を
外
に
し
、
事
物
を
棄
て
、
肝
胆
耳
目
を
四
つ
。
而
し
て
こ
れ
を

　
　
要
す
る
に
天
下
国
家
を
謹
む
べ
か
ら
ず
。
其
れ
同
年
を
以
て
語
る
ぺ
け
ん
や
。
　
（
東
廓
集
、
巻
四
、
九
華
山
陽
明
書
院
記
）

　
「
景
勝
の
地
、
九
華
山
は
李
白
以
来
、
詩
人
・
隠
士
た
ち
に
よ
っ
て
大
変
愛
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
地
で
聖
賢
の
学
を
振
興
し
た
人
は

ま
だ
い
な
い
。
わ
が
師
王
陽
明
は
弘
治
壬
戌
（
十
五
年
、
一
五
〇
二
）
に
学
生
を
連
れ
て
こ
の
地
に
遊
び
、
書
院
を
築
き
た
い
と
い
う
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

望
を
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
土
曜
ら
の
力
に
よ
っ
て
嘉
靖
戊
子
（
七
年
、
一
五
二
八
）
に
よ
う
や
く
実
現
し
た
」

と
、
こ
の
「
記
」
の
冒
頭
に
あ
る
。
東
廓
は
当
時
三
八
歳
、
南
京
主
客
清
吏
司
（
礼
部
の
属
司
。
諸
藩
の
朝
貢
・
接
待
・
給
賜
を
行
な
う
）

の
司
宰
で
あ
っ
た
が
、
聖
賢
を
余
り
に
高
湛
な
も
の
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
至
ろ
う
と
す
る
志
が
萎
え
て
し
ま
い
が
ち
な
当

時
の
学
問
界
の
状
況
と
、
た
と
え
禅
と
目
さ
れ
よ
う
と
も
、
師
陽
明
の
良
知
の
教
え
を
信
ず
る
と
い
う
強
い
決
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
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し
て
禅
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
良
知
を
「
親
を
愛
し
長
を
敬
す
る
心
（
辞
譲
）
」
、
　
「
側
隠
岩
悪
」
、
　
「
礼
と
非
礼
を
弁

別
す
る
能
力
（
是
非
）
」
と
規
定
し
、
陽
明
思
想
と
は
あ
く
ま
で
も
人
倫
の
枠
内
に
留
り
、
治
国
平
天
下
を
め
ざ
す
も
の
だ
と
力
説
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
る
。
次
の
文
章
は
翌
嘉
靖
八
年
、
や
は
り
南
京
主
客
清
吏
割
長
当
時
（
三
九
歳
）
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ず
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い

　
　
守
益
、
嘗
て
良
知
の
教
を
預
り
聞
く
。
天
命
の
性
は
純
粋
至
善
に
し
て
、
燗
然
と
し
て
中
に
在
り
。
感
に
随
い
て
応
じ
、
天
地
を
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

　
　
籍
し
、
万
物
を
曲
成
し
て
、
各
々
そ
の
則
に
中
る
。
己
れ
に
言
う
を
以
て
、
こ
れ
を
明
徳
と
謂
い
、
人
に
言
う
を
以
て
、
こ
れ
を
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん

　
　
民
と
謂
う
。
若
し
黒
雨
を
此
に
執
ら
ば
、
す
な
わ
ち
単
方
万
員
は
、
率
い
由
り
て
以
て
出
づ
。
群
れ
聖
門
一
貫
の
纏
な
り
。
　
（
同
、

　
　
巻
四
、
燗
然
亭
記
）

　
以
上
の
表
現
は
明
ら
か
に
『
伝
習
録
』
中
の
「
そ
れ
良
知
の
節
目
時
変
に
於
る
は
、
猶
お
規
矩
尺
度
の
方
円
長
短
に
於
る
が
ご
と
き
な

り
。
節
目
時
変
の
預
め
定
む
べ
か
ら
ざ
る
は
、
猶
お
方
円
長
短
の
重
げ
て
窮
む
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
。
」
　
（
巻
中
、
答
人
君
学
書
）

と
い
う
王
陽
明
の
言
葉
を
踏
ま
え
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
東
廓
が
良
知
を
「
純
粋
至
善
」
で
「
燗
然
（
光
り
か
が

や
く
さ
ま
）
」
た
る
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
良
知
説
の
持
つ
も
う
一
方
の
柱
で
あ
る
「
無
点
無
悪
」
的
性
格
が
完

全
に
脱
け
落
ち
て
い
る
。
さ
き
に
見
た
「
九
華
山
陽
明
書
院
記
」
に
於
て
も
、
東
廓
は
「
側
隠
・
憎
悪
・
辞
譲
・
是
非
」
と
い
う
四
韻
と

し
て
良
知
を
と
ら
え
て
お
り
、
良
知
の
「
無
」
的
性
格
に
関
す
る
議
論
は
垣
間
見
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。
こ
の
結
果
、
こ
こ
に
言
う

「
規
矩
」
の
持
つ
躍
動
性
は
、
師
陽
明
に
比
べ
て
後
退
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
資
料
か
ら
嘉
靖
七
・
八
年
ご
ろ
、
東

廓
は
陽
明
思
想
を
か
な
り
の
程
度
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
彼
の
良
知
理
解
に
は
、
陽
明
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い

た
良
知
の
「
無
三
無
悪
」
的
性
格
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
附
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ω
～
⑦
の
書
簡
を
通
し
て
言
え
る
の
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
陽
明
は
当
代
の
学
問
の
弊
害
は
、
　
「
勝
心
（
名
誉
心
）
」

を
捨
て
さ
れ
ず
に
「
詞
章
（
修
辞
の
巧
み
さ
）
」
を
追
求
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
病
症
に
か
つ
て
自
分
も
陥
議
し
た
と
振

り
返
る
。
し
か
し
「
良
知
の
学
」
を
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
病
い
は
一
掃
で
き
た
と
明
言
し
て
い
る
。
と
く
に
書
簡
②
～
⑦
は
陽

明
最
晩
年
の
も
の
で
あ
り
、
　
「
良
知
以
外
に
あ
な
た
は
何
を
説
い
て
い
る
の
か
（
何
も
説
い
て
い
な
い
で
は
な
い
か
）
。
」
と
非
難
す
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
注
こ

に
対
し
て
、
　
「
良
知
以
外
に
説
く
こ
と
は
何
も
な
い
」
と
答
え
て
い
る
の
は
、
陽
明
思
想
が
「
良
知
」
の
二
文
字
に
収
敏
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
書
簡
を
通
し
て
の
陽
明
の
東
廓
評
は
、
ほ
ぼ
次
の
一
文
に
収
約
さ
れ
て
い
る
。
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そ
れ
旧
習
の
人
を
溺
ら
す
こ
と
、
已
に
悔
悟
を
覚
ゆ
と
錐
も
、
そ
の
克
治
の
功
の
、
尚
お
且
つ
そ
の
難
き
こ
と
此
の
如
し
。
又
た
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
ん
や
溺
れ
て
悟
ら
ず
。
日
に
益
々
以
て
深
き
者
、
亦
た
将
た
何
の
回
り
極
ま
る
所
あ
ら
ん
や
。
謙
之
の
精
神
力
量
を
以
て
し
、
又
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
ず
か

　
　
良
知
を
覚
る
こ
と
有
る
を
以
て
す
れ
ば
、
自
ら
当
に
江
河
の
海
に
注
ぐ
が
如
く
、
呼
量
と
し
て
復
た
能
く
こ
れ
が
障
磯
と
為
る
者
有

　
　
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。
　
（
書
簡
⑥
）

　
良
知
心
学
に
対
す
る
造
詣
が
極
め
て
深
く
、
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
陽
明
晩
年
の
一
貫
し
た
東
廓
評
で
あ
っ
た
。

　
次
に
書
簡
㈹
と
ω
に
於
て
、
東
廓
が
湛
甘
泉
（
一
四
六
六
～
一
五
六
〇
）
の
随
処
体
認
天
理
説
に
つ
い
て
陽
明
と
意
見
を
交
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
陽
明
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
随
処
に
天
理
を
体
認
す
る
の
説
は
、
大
約
、
未
だ
嘗
て
是
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
只
だ
下
落
を
根
署
せ
ん
こ
と
を
要
す
る
の
み
。
貼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
い

　
　
し
未
だ
風
を
捕
え
影
を
捉
う
る
こ
と
を
免
れ
ず
ん
ば
、
縦
令
鞭
辟
向
裏
す
と
も
、
亦
た
聖
門
の
良
知
を
致
す
の
功
と
は
、
尚
お
一
塵

　
　
を
隔
て
ん
。
　
（
書
簡
③
）

　
　
随
事
に
天
理
を
体
認
す
る
は
、
即
ち
戒
慎
置
薬
の
功
夫
な
る
も
、
以
て
尚
お
一
塵
を
隔
つ
と
為
す
は
、
世
の
い
わ
ゆ
る
事
事
物
物
に

　
　
皆
定
理
あ
り
と
し
て
、
こ
れ
を
外
に
求
む
る
者
の
為
に
こ
れ
を
言
う
の
み
。
若
し
良
知
を
致
す
の
功
、
明
な
ら
ば
、
則
ち
こ
の
語
も

　
　
　
お
の
ず
か

　
　
亦
た
自
ら
害
な
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
即
ち
猶
お
未
だ
画
嚢
千
里
を
免
れ
ざ
る
な
り
。
来
喩
、
恐
ら
く
は
事
を
主
と
せ
ん
と
以
為
う
は
、

　
　
　
は
な
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ら

　
　
蓋
し
已
だ
深
く
そ
の
弊
を
燭
す
。
　
（
書
簡
ω
）

　
恐
ら
く
心
身
は
陽
明
あ
て
書
簡
の
中
で
、
甘
泉
の
随
処
体
認
天
理
説
に
つ
い
て
批
判
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
陽
明
自

身
は
甘
泉
の
学
説
を
頭
か
ら
否
定
し
て
は
い
な
い
が
、
朱
子
学
的
思
考
法
か
ら
脱
け
出
し
き
れ
て
い
な
い
者
に
と
っ
て
は
や
は
り
害
が
あ

る
と
し
、
こ
の
学
説
に
関
し
て
、
　
「
（
心
よ
り
も
）
事
物
を
主
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
」
と
否
定
的
見
解
を
述
べ
た
東
廓
に
、

「
そ
の
害
を
大
変
よ
く
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
と
賛
意
を
寄
せ
て
い
る
。
東
廓
は
随
処
体
認
天
理
説
に
つ
い
て
、
師
陽
明
と
書
簡
上
で
議

論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
他
方
で
彼
は
甘
泉
に
も
手
紙
を
出
し
て
、
陽
明
思
想
に
関
す
る
自
己
の
見
解
を
投
げ
か
け
、
甘
泉
の
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
仰
い
で
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
甘
泉
の
解
答
は
、
次
に
あ
げ
る
東
廓
あ
て
の
書
簡
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

　
　
（
あ
る
人
）
問
う
、
　
「
何
を
か
良
知
と
為
す
」
と
。
曰
く
、
　
「
天
理
を
知
る
所
な
り
」
と
。
　
（
あ
る
人
）
問
う
、
　
「
何
を
か
天
理
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

　
　
為
す
」
と
。
　
「
即
ち
下
文
の
愛
敬
な
り
」
と
。
何
等
の
漉
然
ぞ
。
両
家
（
私
と
陽
明
）
の
教
え
は
、
一
に
協
い
て
二
無
く
、
こ
れ
を
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伝
え
て
弊
な
か
る
べ
し
。
今
、
常
知
常
覚
し
皇
霊
明
明
た
る
を
良
知
と
為
す
と
謂
う
は
、
大
い
に
陽
明
公
の
教
え
を
壊
す
。
東
廓
は

　
　
王
門
の
首
科
た
れ
ば
、
豊
に
慮
を
為
さ
ざ
ら
ん
。
　
（
甘
泉
文
集
、
巻
七
、
答
郷
東
廓
射
影
）

　
こ
の
書
簡
の
冒
頭
に
は
、
　
「
四
月
八
日
半
手
翰
を
拝
領
す
」
と
あ
る
だ
け
で
、
著
述
年
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
　
「
良
知
と

は
天
理
を
天
理
と
し
て
正
し
く
認
識
す
る
も
の
だ
」
と
理
解
す
る
甘
泉
に
対
し
て
、
東
廓
は
、
　
「
良
知
と
は
常
に
知
覚
し
続
け
る
霊
妙
な

る
明
智
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
投
げ
か
け
、
甘
泉
か
ら
「
極
め
て
陽
明
の
真
意
に
も
と
る
」
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
食
い
違
い
は

ど
こ
か
ら
生
じ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
甘
泉
に
は
、
伝
統
的
理
意
識
に
対
す
る
検
討
・
反
省
を
進
ん
で
行
お
う
と
せ
ず
、
天
理

を
天
与
の
道
理
と
し
て
無
条
件
に
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
な
の
に
対
し
、
東
廓
は
陽
明
思
想
に
見
ら
れ
る
、
既
成
の
理
の
体

系
に
安
易
に
よ
り
か
か
ら
ず
、
そ
れ
を
良
知
の
内
発
力
に
よ
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
改
変
・
創
造
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
良
知
の
性
格
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

け
継
い
で
い
る
と
い
う
両
者
の
理
意
識
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
は
前
出
の
「
九
華
山
陽
明
書
院
記
」
や
「
燗
池
亭
記
」

中
の
良
知
を
「
規
矩
」
、
個
別
の
理
を
「
規
矩
が
生
み
出
す
方
円
」
に
例
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
東
廓

は
陽
明
・
甘
泉
両
者
と
そ
れ
ぞ
れ
親
交
を
深
め
つ
つ
、
甘
泉
思
想
を
批
判
し
な
が
ら
自
己
の
陽
明
思
想
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
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三

　
次
に
東
廓
が
陽
明
思
想
を
自
己
の
内
部
で
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
同
門
諸
子
と
の
議
論
応
酬
を
通
し
て
考

え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
資
料
的
に
最
も
そ
ろ
っ
て
い
る
覇
双
江
（
一
四
八
七
～
一
五
六
三
）
と
の
や
り
と
り
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。

　
双
脚
は
「
答
東
廓
郷
司
馬
」
　
（
第
一
書
）
　
（
双
江
最
先
生
文
集
、
以
下
「
桑
中
集
」
と
略
す
、
巻
八
）
に
於
て
、
自
説
に
向
け
ら
れ
た

批
判
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

　
　
①
道
と
は
ほ
ん
の
少
し
の
問
も
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
（
取
下
の
よ
う
に
）
行
動
場
面
で
は
工
夫
は
い
ら
な

　
　
い
と
説
け
ば
、
道
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
（
道
不
可
須
輿
離
也
。
今
日
動
処
無
功
、
旧
離
之
也
。
）



　
　
②
道
は
動
静
に
分
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
（
双
江
の
よ
う
に
）
工
夫
は
主
静
（
感
は
寂
よ
り
生
じ
動
は
静
に
本
つ
く
）
だ

　
　
け
で
あ
る
と
説
け
ば
、
道
を
動
静
に
分
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
（
道
無
分
於
動
静
也
。
今
日
工
夫
只
三
主
静
、
是
二
之
也
。
）

　
　
③
心
と
敢
為
と
は
合
一
し
て
お
り
、
仁
は
あ
ら
ゆ
る
事
々
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
（
双
江
の
よ
う
に
）
感
応
流
行
の

　
　
場
面
で
は
功
夫
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
け
ば
、
事
為
を
欠
落
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
禅
の
悟
り
に
等
し
く
な
る
。

　
　
（
心
事
合
］
。
仁
体
事
而
無
不
在
。
今
日
感
応
流
行
、
願
書
得
力
、
是
脱
略
事
為
、
類
白
金
悟
也
。
）

　
で
は
東
廓
の
食
年
批
判
は
、
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
玉
江
あ
て
の
書
簡
の
中
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
（
我
）
以
為
ら
く
、
　
「
寂
感
に
弍
時
な
く
、
体
用
に
弍
辱
な
き
は
、
名
を
字
と
称
す
る
が
如
く
然
り
。
名
を
称
す
れ
ば
、
則
ち
字
は

　
　
そ
の
中
に
在
り
。
字
を
称
す
れ
ば
、
則
ち
名
は
そ
の
中
に
在
り
。
故
に
中
和
に
二
称
有
る
も
、
慎
独
に
二
功
な
し
」
と
。
今
、
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
か

　
　
（
双
江
）
は
乃
ち
毅
然
と
し
て
自
ら
信
ず
、
　
「
寂
処
体
処
よ
り
工
夫
を
用
い
て
、
感
応
運
用
を
以
て
効
験
と
為
し
、
そ
の
力
を
用
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
る
所
な
し
」
と
。
素
よ
り
知
愛
す
る
所
あ
り
と
難
も
、
奮
起
し
て
こ
れ
を
議
し
、
一
言
も
意
に
当
る
者
な
き
が
若
し
。
蠣
か
に
繋
る
、

　
　
「
隠
然
た
る
意
見
有
り
て
、
そ
の
中
を
黙
制
し
て
、
此
を
自
覚
せ
ず
、
未
発
の
中
に
調
て
、
已
に
僑
る
こ
と
有
る
な
き
を
得
る
か
」

　
　
と
。
　
（
東
廓
集
、
巻
六
、
再
答
双
江
）

　
東
西
に
と
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
寂
感
」
　
「
体
用
」
は
も
と
よ
り
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
　
「
寂
」
　
「
体
」
の
と
こ
ろ
に
の
み
工
夫
を
用
い
よ

う
と
す
る
双
江
の
姿
勢
は
、
一
体
で
あ
る
は
ず
の
も
の
を
無
理
や
り
に
分
断
し
よ
う
と
す
る
極
め
て
不
自
然
な
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
て

い
る
。
東
廓
の
言
を
借
り
れ
ば
、
韓
藍
は
「
心
中
に
私
意
私
見
を
隠
し
持
ち
、
未
発
の
中
の
活
動
を
疎
外
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
自
覚
で
き

て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
批
判
は
双
江
自
身
が
あ
げ
て
い
る
批
判
の
②
に
相
当
す
る
。
こ
の
見
解
に
対
す
る
双
晶
の
反
論

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
今
、
乃
ち
寂
に
帰
し
て
以
て
天
下
の
感
に
通
じ
、
虚
を
致
し
て
以
て
天
下
の
有
を
立
て
、
静
を
主
と
し
て
以
て
天
下
の
動
を
該
ぬ
。

　
　
（
双
江
集
、
巻
八
、
答
東
廓
郷
司
成
、
第
一
書
）

　
　
僕
の
虚
を
致
し
寂
を
守
り
以
て
未
発
の
中
を
求
む
と
謂
う
所
以
の
者
は
、
正
に
顕
微
動
静
内
外
を
貫
き
て
こ
れ
を
一
に
せ
ん
と
欲
す

　
　
　
　
　
　
　
た
と

　
　
れ
ば
な
り
。
意
い
感
応
顕
見
を
し
て
吾
が
前
に
交
錯
せ
し
む
る
も
、
無
根
一
段
の
工
夫
は
、
少
し
も
須
庚
も
趨
る
る
有
る
べ
か
ら
ざ
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る
な
り
。
　
（
同
、
第
三
書
）

　
双
江
に
と
っ
て
蝉
吟
を
主
と
し
て
未
発
の
中
を
求
め
る
工
夫
は
、
あ
ら
ゆ
る
感
応
・
顕
見
に
通
じ
て
そ
れ
を
一
つ
に
統
べ
る
た
め
の
も

の
だ
と
受
け
と
ら
れ
て
い
た
が
、
往
復
書
簡
を
見
る
限
り
東
廓
は
双
江
の
見
解
に
全
く
耳
を
貸
そ
う
と
し
て
い
な
い
。
こ
の
双
江
と
の
や

り
と
り
か
ら
、
東
密
思
想
に
於
て
は
「
寂
感
体
用
」
を
分
断
す
る
姿
勢
は
、
た
と
え
そ
れ
が
心
の
本
体
の
十
全
な
活
動
を
め
ざ
す
た
め
の

も
の
で
あ
っ
て
も
全
く
容
認
さ
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
東
廓
思
想
に
見
ら
れ
る
こ
う
い
つ
た
立
場
は
、
や
は
り
双
三
を
批
判
し
た
次
の

資
料
に
よ
っ
て
よ
り
鮮
明
な
も
の
に
な
る
。

　
　
南
野
子
の
簡
は
、
詳
尽
に
し
て
周
密
な
り
。
そ
れ
に
曰
く
、
　
「
致
知
の
功
、
そ
の
常
寂
の
感
を
致
ぜ
ば
、
感
を
離
れ
て
寂
を
求
む
る

　
　
に
非
ざ
る
な
り
。
そ
の
大
公
の
応
を
致
せ
ば
、
応
ず
る
所
、
以
て
廓
然
た
る
な
き
に
非
ざ
る
な
り
。
時
時
見
在
し
、
刻
刻
完
満
す
。

　
　
未
発
の
以
前
に
未
だ
事
に
臨
ま
ざ
る
の
一
段
の
境
界
、
一
種
の
工
夫
あ
り
て
、
事
に
臨
み
て
端
摩
し
、
義
軍
に
入
る
を
免
れ
得
る
者

　
　
有
る
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
而
る
に
兄
（
取
零
）
は
、
猶
お
未
だ
合
わ
ざ
る
者
有
る
が
若
し
。
　
（
東
池
下
、
巻
五
、
再
半
双
江
）

　
こ
の
書
簡
は
東
廓
が
同
門
の
欧
陽
南
野
（
一
四
九
六
～
一
五
五
四
）
の
書
簡
を
引
い
て
、
双
江
の
学
説
に
異
議
を
唱
え
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
中
で
現
在
の
場
に
お
い
て
時
時
刻
刻
に
「
寂
」
で
あ
り
「
廓
然
」
た
る
本
体
は
存
在
す
る
こ
と
を
南
野
は
認
め
て
い
る
。
こ
の
書
簡

を
引
く
以
上
、
東
園
と
し
て
も
同
様
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
東
廓
は
現
実
レ
ベ
ル
に
於
て
も
、
　
「
煙
感
」
　
「
体
用
」
は
一
枚
の
も

の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
陽
明
思
想
と
比
べ
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
　
『
伝

習
録
』
に
「
未
発
の
中
は
即
ち
良
知
な
り
。
前
後
内
外
な
く
し
て
渾
然
と
し
て
一
体
な
る
者
な
り
。
有
事
無
事
は
以
て
動
静
を
言
う
べ
き

も
、
良
知
は
有
事
無
事
に
分
つ
こ
と
な
き
な
り
。
寂
然
感
通
は
以
て
動
静
を
言
う
べ
き
も
、
良
知
は
寂
然
感
通
に
分
つ
こ
と
な
き
な
り
。

動
静
は
遇
う
所
の
時
な
り
。
心
の
本
体
は
固
よ
り
動
静
に
分
つ
こ
と
な
き
な
り
。
」
　
（
巻
中
、
答
陸
原
静
（
二
）
）
と
い
う
発
言
が
あ
る
が
、

良
知
は
「
有
事
無
事
」
や
「
寂
然
感
応
」
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
動
静
」
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
な
い
こ
と
を
陽
明
は
述
べ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
当
然
、
動
静
を
通
じ
て
功
夫
の
実
践
は
可
能
と
な
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
こ
の
点
に
搾
る
陽
明
と
東
廓
と
の
思
想
的
異
同
は
全
く

な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
次
に
東
廓
と
良
知
現
成
を
主
張
す
る
人
々
と
の
や
り
と
り
を
見
て
み
た
い
。
書
簡
等
の
直
接
資
料
に
乏
し
い
た
め
、
　
『
東
事
解
』
等
に

散
見
す
る
も
の
を
集
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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ち
か
ご
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
か

　
　
帰
来
、
良
知
の
説
を
習
聞
し
、
復
た
意
見
測
度
を
以
て
自
ら
聖
人
と
体
を
同
じ
く
す
と
謂
う
。
故
に
遂
に
意
に
任
す
る
を
以
て
性
に

　
　
率
う
と
為
し
、
許
多
の
病
症
を
察
し
て
舜
と
同
じ
か
ら
ざ
る
を
見
ず
。
　
（
東
廓
集
、
巻
七
、
貢
院
無
涯
語
）

　
　
未
だ
病
ま
ざ
る
に
戒
食
す
、
こ
れ
を
性
の
ま
ま
に
す
と
謂
う
。
已
に
病
む
に
戒
質
す
、
こ
れ
を
復
る
と
謂
う
。
覧
る
と
は
、
そ
の
天

　
　
性
の
本
明
に
中
る
に
て
、
性
に
添
う
る
こ
と
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
先
に
罪
質
を
言
い
、
後
に
中
和
を
言
う
は
、
中
和
は
功
を
用
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

　
　
る
中
よ
り
復
た
得
来
れ
ば
な
り
。
見
成
の
的
を
指
す
に
非
ず
。
…
…
性
の
上
に
提
督
を
添
う
べ
か
ら
ず
と
以
う
者
は
、
亘
れ
狙
狂
に

　
　
し
て
、
大
方
（
根
本
の
法
則
）
を
躇
む
の
説
、
こ
れ
を
誤
ま
る
な
り
。
　
（
同
、
二
六
、
復
興
仰
之
諸
友
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
従
来
の
研
究
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
追
申
は
良
知
現
成
思
想
に
対
し
て
は
極
め
て
批
判
的
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
資
料
中
の
前
者
で

は
、
良
知
の
説
を
聞
き
か
じ
っ
て
は
「
心
の
本
体
」
が
聖
人
と
等
し
い
こ
と
を
極
め
て
安
易
に
主
張
し
、
自
己
の
心
中
に
潜
み
本
体
の
流

行
を
妨
げ
る
も
ろ
も
ろ
の
欲
望
に
関
す
る
考
察
が
全
く
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
結
果
、
私
意
私
欲
に
任
せ
て
行
動
し
て
い
な
が
ら
自
己
の
本

性
に
従
っ
て
い
る
と
う
そ
ぶ
く
者
を
批
判
し
、
後
者
で
は
『
中
庸
』
に
言
う
「
未
発
の
中
（
心
の
本
体
）
」
、
　
「
驚
喜
の
和
（
本
体
の
正
常

な
作
用
）
」
と
い
っ
た
も
の
は
、
い
ま
目
の
前
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
　
「
戒
慎
恐
催
（
道
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
恐
れ

つ
つ
し
む
こ
と
）
」
の
功
夫
を
用
い
て
実
践
体
究
し
て
ゆ
く
努
力
の
中
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
次
に

あ
げ
る
現
成
派
批
判
の
文
章
は
、
東
廓
思
想
の
本
質
を
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

　
　
越
中
（
王
龍
漢
を
は
じ
め
と
し
た
良
知
現
成
を
主
張
す
る
人
々
）
の
論
は
、
誠
に
高
き
に
過
ぐ
る
者
有
り
。
言
を
忘
れ
意
を
絶
つ
の

　
　
　
　
　
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ど
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ら
　
　
　
　
　
ふ
さ

　
　
弁
は
、
向
に
亦
た
こ
れ
に
画
く
。
…
…
夫
れ
乾
乾
と
し
て
誠
に
息
ま
ざ
る
は
、
良
知
を
致
す
所
以
な
り
。
葱
を
懲
し
慾
を
窒
ぎ
、
善

　
　
に
遷
り
過
ち
を
改
む
る
は
、
皆
な
致
良
知
の
条
目
な
り
。
若
し
懲
窒
の
功
を
以
て
第
二
義
と
為
せ
ば
、
則
ち
所
謂
『
好
色
を
好
む
が

　
　
如
く
、
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
』
　
（
大
学
章
句
、
伝
六
章
）
、
　
『
人
一
た
び
す
れ
ば
己
れ
百
た
び
し
、
人
十
た
び
す
れ
ば
己
れ
千
た
び

　
　
す
』
　
（
中
庸
章
句
、
二
十
章
）
は
、
皆
な
剰
語
と
為
る
な
り
。
　
（
東
画
集
、
翠
玉
、
復
贔
双
江
文
蔚
）

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
　
「
葱
怒
を
懲
ら
し
め
て
怒
ら
な
い
よ
う
に
戒
め
、
私
欲
を
ふ
さ
ぎ
止
め
て
む
さ
ぼ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」

と
い
う
『
易
経
』
損
卦
大
象
の
言
を
、
致
良
知
の
条
項
と
し
て
第
一
義
的
に
と
ら
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
葱
怒
を
懲
ら
し
、

私
欲
を
ふ
さ
ぐ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
、
実
践
論
の
中
に
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
組
み
込
み
、
そ
れ
を
通
過
し
な
い
功
夫
論
は
「
高
き

に
過
ぐ
る
」
も
の
と
し
て
斥
け
る
の
が
東
廓
の
立
場
な
の
で
あ
っ
た
。
で
は
次
に
良
知
現
今
派
を
代
表
す
る
王
龍
渓
（
一
四
九
八
～
一
五
八
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三
）
の
、
こ
の
点
に
関
す
る
見
解
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
ず
か
　
　
　
　
　
し
め
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

　
　
良
知
は
是
れ
天
然
の
霊
籔
な
り
。
時
時
天
機
に
従
い
て
運
転
し
、
変
化
云
為
す
る
も
自
ら
天
則
を
冠
す
。
防
検
を
美
い
ず
、
窮
索
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
り

　
　
須
い
ず
、
何
ぞ
嘗
て
墨
壷
し
得
ん
、
又
た
何
ぞ
嘗
て
照
心
し
得
ざ
ら
ん
。
　
（
王
龍
馬
全
集
、
巻
四
、
過
豊
城
昏
冥
）

　
龍
漢
に
よ
れ
ば
良
知
と
は
、
　
「
防
検
（
ふ
せ
ぎ
と
り
し
ま
る
）
」
す
る
必
要
も
な
け
れ
ば
、
　
「
窮
索
（
き
わ
め
も
と
め
る
）
」
す
る
必
要

も
な
く
、
意
図
的
に
自
己
管
理
を
行
な
わ
な
く
て
も
自
己
を
完
全
に
管
理
掌
握
で
き
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
自
己
の
良
知
が
現
前
に
成
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

す
る
こ
と
を
信
じ
き
る
者
は
、
自
己
点
検
・
自
己
拘
束
を
せ
ず
と
も
天
理
・
天
則
に
従
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
龍
漢
は
言
う
の
で
あ
る
。

東
廓
と
龍
渓
の
こ
の
よ
う
な
明
確
な
思
想
的
相
違
を
、
荒
木
見
悟
氏
は
壁
代
華
厳
学
の
第
五
祖
と
い
わ
れ
る
宗
密
に
よ
っ
て
定
着
さ
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
「
頓
悟
漸
修
」
と
い
う
概
念
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
悟
の
修
」
　
（
頓
悟
の
修
）
と
「
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
わ
か
る

へ
の
修
」
　
（
漸
修
の
修
）
と
を
峻
別
し
、
前
者
を
「
悟
が
確
立
し
た
上
で
の
自
己
修
練
」
、
後
者
を
「
悟
が
未
だ
確
実
に
体
認
さ
れ
な
い

ま
ま
に
行
わ
れ
る
悟
を
求
め
て
の
修
」
と
規
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
王
覇
漢
の
良
知
説
を
前
者
を
代
表
す
る
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
王
門
諸
子
の
位
置
づ
け
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。
儒
教
と
仏
教
の
資
料
を
駆
使
し
た
荒
木
氏
の
論
説
は
極
め
て
説
得
力
を
持
つ
と
筆
者

に
は
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
質
し
ば
ら
く
氏
の
視
角
を
通
し
て
東
食
の
位
置
づ
け
を
行
え
ば
、
彼
の
立
場
は
ま
さ
に
「
悟
へ
の
修
」
的
立
場

だ
と
言
え
よ
う
。
　
「
戒
慎
恐
儂
」
や
「
懲
各
署
慾
」
の
主
張
は
、
こ
の
「
漸
修
」
的
立
場
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
絶
戸
」
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
従
来
東
廓
と
比
較
的
思
想
傾
向
が
似
か
よ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
欧
陽
南
野
も
入
れ

る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
前
述
の
幽
懲
旦
那
慾
」
の
取
り
扱
い
に
於
て
、
両
者
は
微
妙
な
差
違
を
生
ん
で
い
る
。

　
　
吾
が
兄
（
東
廓
）
、
急
を
懲
ら
し
慾
を
窒
ぐ
を
聖
門
第
二
義
と
為
す
の
語
を
以
て
非
と
為
す
を
聞
く
。
某
、
篇
か
に
以
為
ら
く
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
の
人
に
存
す
る
の
み
。
学
、
誠
に
第
一
義
を
得
れ
ば
、
則
ち
葱
を
懲
ら
し
慾
を
窒
ぐ
は
、
皆
な
第
一
義
な
り
。
筍
し
第
二
義
に
落
つ

　
　
れ
ば
、
則
ち
無
思
無
為
と
錐
も
、
猶
お
第
二
義
と
為
る
を
免
れ
ざ
る
の
み
、
と
。
如
何
ん
。
　
（
欧
陽
南
野
先
生
文
集
、
巻
二
、
答
郷

　
　
東
廓
、
第
二
書
）

　
南
野
は
「
急
を
懲
ら
し
慾
を
窒
ぐ
」
功
夫
を
第
一
義
の
も
の
と
す
る
東
予
の
実
践
論
に
疑
問
を
感
じ
、
そ
う
い
っ
た
実
践
主
体
を
意
図

的
に
管
理
掌
握
し
よ
う
と
す
る
功
夫
を
実
践
身
中
に
固
定
的
に
組
み
込
む
の
は
誤
り
で
あ
り
、
そ
の
人
の
学
問
が
本
源
の
も
の
を
得
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
功
夫
が
第
一
義
の
も
の
と
な
る
か
否
か
が
分
か
れ
る
と
言
う
。
い
わ
ば
「
悟
の
修
」
的
立
場
か
ら
の
東
廓

一
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批
判
で
あ
る
。
穏
健
派
に
属
す
る
南
野
が
主
張
し
た
か
っ
た
の
は
、
　
「
悟
の
修
」
の
強
調
で
は
な
く
、
前
述
の
功
夫
を
第
一
義
の
も
の
と

し
て
一
律
に
実
践
者
に
課
す
こ
と
へ
の
疑
問
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
や
り
と
り
か
ら
東
廓
思
想
が
い
わ
ゆ
る
「
漸
修
」
的
立
場
に
偏
り
す
ぎ

る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
し
か
し
東
廓
が
こ
う
い
つ
た
主
体
管
理
の
方
面
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
調
し
た
理
由
は
何
な
の
か
。
そ
れ
は
前
出
の
い
わ
ゆ
る
現
成
派

批
判
の
と
こ
ろ
で
見
た
、
心
の
本
体
で
あ
る
「
未
発
の
中
」
や
本
体
の
正
常
な
作
用
で
あ
る
「
已
発
の
和
」
は
い
ま
目
の
前
に
で
き
あ
が
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
反
省
意
識
が
東
廓
の
心
中
に
根
強
く
存
し
、
　
「
現
成
」
を
安
易
に
主
張
す
る
人
々
の
見
解
に
強
烈
な
危
機

意
識
を
抱
き
、
そ
う
い
っ
た
主
張
を
是
が
非
で
も
押
し
止
め
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
が
東
廓
の
中
に
存
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
注
二
）

の
延
長
線
上
の
も
の
と
し
て
、
東
廓
は
陽
明
に
よ
っ
て
不
必
要
と
見
な
さ
れ
た
「
敬
」
を
主
張
し
て
い
る
。

　
　
聖
門
の
要
旨
は
、
只
だ
己
れ
を
修
め
て
以
て
敬
す
る
に
在
る
の
み
。
敬
な
る
者
は
、
良
知
の
精
明
に
し
て
、
雑
う
る
に
還
俗
を
以
て

　
　
せ
ざ
る
な
り
。
　
（
東
廓
集
、
巻
五
、
簡
胡
鹿
崖
巨
卿
）

　
こ
こ
で
陽
明
の
見
解
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
陽
明
は
最
初
に
事
物
の
理
を
窮
め
、
つ
い
で
敬
の
工
夫
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
主
体
性
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

立
し
ょ
う
と
す
る
朱
子
学
（
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
陽
明
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
朱
子
学
）
に
対
し
て
批
判
を
加
え
た
。
東
廓
と
し
て
は
前
出

の
湛
甘
泉
と
の
問
答
の
中
で
、
良
知
を
「
常
に
知
覚
し
続
け
る
霊
明
な
る
明
智
」
と
規
定
し
、
　
「
天
理
を
天
理
と
し
て
正
し
く
認
識
す
る

も
の
」
と
し
て
良
知
を
と
ら
え
る
甘
泉
に
疑
問
を
提
出
し
て
い
た
。
そ
こ
で
東
廓
の
説
く
敬
は
、
甘
泉
の
説
く
敬
や
陽
明
に
よ
っ
て
否
定

さ
れ
た
敬
と
は
当
然
そ
の
性
格
を
異
に
し
よ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
東
急
が
敬
を
説
い
た
か
否
か
で
は
な
く
、
そ
の
敬

を
ど
う
規
定
し
た
か
で
あ
る
。
　
「
俗
塵
を
ま
じ
え
な
い
本
体
の
精
明
」
と
し
て
敬
を
と
ら
え
る
思
想
に
は
、
前
述
し
た
「
燗
然
亭
記
」
と

同
様
、
陽
明
思
想
中
の
「
無
量
無
悪
」
的
要
素
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
　
「
無
頼
無
悪
は
理
の
静
。
有
善
有
悪
は
気
の
動
。
気
に
動
か
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

れ
ば
即
ち
無
量
無
悪
、
護
れ
至
善
と
謂
う
」
　
（
伝
習
録
、
巻
上
、
1
0
条
）
と
い
う
陽
明
思
想
に
見
ら
れ
る
「
無
善
無
悪
一
至
善
」
と
い
う

思
考
は
、
東
廓
思
想
に
は
全
く
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
現
品
説
批
判
を
強
力
に
押
し
進
め
て
き
た
重
事
が
、
陽
明
思
想
の
持
つ
「
無
幕
無
悪
」
的
要
素
を
排
除
す
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
時
、
彼
が
い
わ
ゆ
る
四
句
教
の
第
一
句
に
於
て
心
の
本
体
を
「
西
漸
無
悪
」
で
は
な
く
「
至
善
無
悪
」
と

　
　
　
　
　
　
⑳

と
ら
え
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
東
廓
は
良
知
湖
成
説
に
対
す
る
強
烈
な
反
省
意
識
の
下
で
、
　
「
無
」
的
要
素
を
排
除
す
る
と
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い
う
方
向
へ
陽
明
思
想
を
変
容
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。

結
び

　
郷
東
嶺
を
思
想
史
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
時
、
　
「
陽
明
の
没
し
て
そ
の
伝
を
失
わ
ざ
る
者
は
、
先
生
を
以
て
宗
子
と
為
さ
ざ
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

得
ず
」
　
（
明
儒
学
案
、
巻
十
六
、
墨
東
廓
伝
）
と
述
べ
、
陽
明
の
正
伝
と
見
よ
う
と
す
る
黄
宗
義
の
見
解
に
偏
り
が
あ
る
の
は
、
前
稿
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
言
及
し
た
よ
う
に
も
は
や
疑
う
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
近
年
の
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
廓
思
想
に
於
け
る
良
知
心
学
の
後
退
性

を
強
調
す
る
見
解
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
東
廓
は
「
悟
が
確
立
し
た
上
で
の
自
己
修
練
」
と
い
う
「
悟
の
修
」
の
立
場

は
と
ら
ず
、
　
「
悟
が
ま
だ
確
立
さ
れ
な
い
ま
ま
に
行
な
わ
れ
る
修
練
」
で
あ
る
「
悟
へ
の
修
」
と
い
う
立
場
を
と
る
。
そ
れ
も
穏
健
派
で

あ
る
欧
陽
南
野
か
ら
も
批
判
を
受
け
る
ほ
ど
過
激
に
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
確
か
に
陽
明
思
想
中
の
「
無
」
的
要
素
を
排
除
す
る
と
い
う

方
向
へ
の
陽
明
思
想
の
変
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
の
こ
う
い
つ
た
、
主
体
を
厳
し
く
管
理
す
る
方
向
へ
の
陽
明
思
想
の
展
開
は
、
良
知

は
現
成
の
も
の
だ
と
い
う
立
場
か
ら
私
意
・
私
欲
を
き
わ
め
て
安
易
に
肯
定
し
よ
う
と
す
る
傾
向
性
へ
の
厳
し
い
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
彼
は
他
で
も
な
い
自
己
の
良
知
に
従
っ
て
師
の
良
知
説
を
変
革
し
た
の
で
あ
る
。
良
知
現
当
思
想
の
展
開
と
共
に
、
そ
れ
に

対
す
る
危
機
意
識
が
生
み
出
し
た
東
廓
の
思
想
は
、
陽
明
思
想
の
展
開
を
正
確
に
見
極
め
よ
う
と
す
る
時
、
見
落
と
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
も

の
な
の
で
あ
る
。
陽
明
思
想
が
思
想
界
に
伝
播
し
て
ゆ
く
初
期
の
段
階
で
良
知
組
成
思
想
の
持
つ
危
険
性
を
敏
感
に
感
じ
と
り
、
そ
の
こ

と
に
対
す
る
警
鐘
を
い
ち
早
く
鳴
ら
し
て
い
た
一
人
と
し
て
郷
東
園
の
思
想
を
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言
え
よ
う
。

一
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［
注
］

①
し
か
し
た
と
え
ば
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
＝
ハ
四
八
）
も
、
三
三
歳
の
時
、
『
王
龍
渓
語
録
』
を
読
ん
で
啓
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
冬
王
直
黒
語
録
ヲ
三
三
リ
。
始
コ
レ
ラ
読
ト
キ
其
触
発
ス
ル
コ
ト
ノ
多
キ
コ
ト
ヲ
悦
ブ
。
然
レ
ド
モ
其
仏
語
ヲ
間
雑
シ
禅
学
目
近
コ
ト
ヲ
恐
ル
。
後
、
陽

　
　
明
全
集
ヲ
得
テ
コ
レ
ヲ
読
二
至
テ
、
龍
馬
ノ
禅
学
二
等
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。
　
（
藤
樹
先
生
年
譜
岡
田
氏
本
、
寛
永
十
七
年
、
三
十
三
歳
の
条
、
又
同

　
　
年
譜
会
津
本
に
も
同
様
の
記
載
あ
り
。
、
な
お
、
こ
の
資
料
は
『
藤
樹
先
生
全
集
』
　
（
昭
和
三
年
、
藤
樹
神
社
創
立
協
賛
会
発
行
）
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
）

②
島
田
慶
次
氏
『
中
国
に
於
け
る
近
代
思
惟
の
挫
折
』
、
一
九
四
九
年
。
岡
田
武
彦
氏
『
王
陽
明
と
明
末
の
儒
学
』
、
一
九
七
〇
年
。
荒
木
見
悟
氏
『
明
代
思
想



　
研
究
』
、
一
九
六
九
年
。
　
『
陽
明
学
の
開
展
と
仏
教
』
、
一
九
八
四
年
。
溝
口
雄
三
氏
『
中
国
前
近
代
思
想
の
屈
折
と
展
開
』
、
一
九
八
○
年
。

　
右
に
あ
げ
た
の
は
等
軸
の
研
究
業
績
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
明
治
以
降
に
著
さ
れ
た
王
陽
明
・
陽
明
学
に
関
す
る
著
書
・
論
文
に
つ
い
て
は
、
吉
田
公

　
平
氏
「
王
陽
明
研
究
史
」
に
簡
に
し
て
要
を
え
た
論
述
が
あ
る
。
　
（
『
陽
明
学
の
世
界
』
所
収
、
一
九
八
六
年
）

③
注
②
に
あ
げ
た
著
書
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
は
次
の
通
り
。

　
　
銭
緒
山
・
郷
東
廓
…
…
…
吉
田
公
平
、
欧
陽
南
野
…
…
…
荒
木
見
悟
、
覇
県
道
…
…
…
佐
藤
　
仁
、
羅
念
庵
…
…
…
福
田
　
殖
。

⑤
共
に
『
陽
明
学
の
開
展
と
仏
教
』
所
収
。

⑥
世
宗
を
孝
宗
の
養
嗣
と
し
、
下
魚
を
皇
考
（
死
ん
だ
父
）
、
全
量
の
興
献
王
を
皇
叔
父
（
皇
考
の
弟
）
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
楊
廷
和
ら
の
閣
臣
と
、

　
興
献
王
を
皇
考
、
孝
宗
を
皇
悟
得
（
皇
考
の
兄
）
と
す
べ
き
と
し
た
世
道
と
の
対
立
。
議
論
は
礼
法
上
の
問
題
か
ら
政
治
問
題
へ
と
発
展
し
、
官
界
の
秩
序

　
を
大
い
に
乱
し
た
。

⑦
東
廓
は
嘉
靖
二
年
、
三
一
二
歳
の
時
に
、
経
学
に
か
か
わ
る
文
林
郎
（
文
散
官
の
一
種
）
騰
勢
に
就
任
し
、
三
四
歳
当
時
も
同
職
に
あ
っ
た
。

⑧
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
三
二
、
年
譜
、
正
徳
五
年
、
三
九
歳
の
条
に
、
「
盧
陵
県
の
知
県
に
陞
る
」
と
あ
る
。

⑨
『
王
文
成
公
年
譜
』
、
正
徳
六
年
、
四
〇
歳
の
条
に
、
「
正
月
、
吏
富
岳
封
清
吏
司
主
事
に
呈
せ
ら
る
」
、
「
二
月
、
会
試
写
考
官
と
な
る
」
と
あ
る
。

⑩
『
江
西
通
志
』
（
光
緒
七
年
刊
本
）
巻
二
九
、
「
明
挙
人
三
」
に
、
東
洋
は
正
徳
二
年
（
丁
霊
）
の
挙
人
と
あ
り
、
同
巻
二
六
、
「
明
進
士
二
」
に
正
徳
六

　
年
（
辛
末
）
の
進
士
と
あ
る
た
め
、
こ
の
記
載
は
誤
ま
り
で
あ
り
、
「
会
試
あ
り
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

⑪
『
天
台
集
』
巻
十
四
「
東
廓
伝
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
留
年
（
覇
権
二
年
）
、
先
生
（
東
廓
）
、
始
め
て
出
で
て
越
に
如
き
、
王
公
に
謁
ゆ
。
参
訂
す
る
こ
と
月
余
。
既
に
し
て
出
る
。
王
公
、
軽
輩
し
て
已
ま
ず
。

　
　
門
人
、
問
い
て
曰
く
、
　
「
夫
子
、
何
ぞ
謙
之
を
念
う
こ
と
の
深
き
か
」
と
。
王
公
曰
く
、
　
「
曽
子
云
う
、
　
『
能
を
以
て
不
能
に
問
い
、
多
を
以
て
寡
に
問

　
　
い
、
無
き
が
若
く
虚
し
き
が
若
く
、
犯
さ
る
る
も
校
せ
ず
』
　
（
論
語
幽
・
泰
平
篇
）
と
。
謙
之
、
こ
れ
に
近
し
」
と
。

⑫
嘉
靖
元
年
、
二
年
ご
ろ
の
陽
明
学
を
め
ぐ
る
政
治
状
況
は
、
甚
だ
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
嘉
靖
元
年
に
は
、
朝
廷
よ
り
異
端
の
烙
印
を
押
さ
れ
（
世
無
実

　
録
、
嘉
靖
元
年
、
十
月
乙
未
の
条
）
、
嘉
靖
二
年
に
は
、
欧
陽
南
野
や
銭
緒
山
ら
が
応
じ
た
会
試
に
於
て
、
心
学
に
関
す
る
出
題
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は

　
暗
に
陽
明
を
誹
諺
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
（
文
成
全
書
、
巻
三
四
、
年
譜
、
嘉
靖
二
年
二
月
の
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
か
ん
が

⑬
嘉
靖
成
子
（
七
年
）
金
台
の
祝
争
論
、
薙
の
邑
に
茂
た
り
て
、
俗
を
遣
り
典
に
謡
え
、
始
め
て
克
く
そ
の
志
（
書
院
を
建
て
た
い
と
い
う
王
陽
明
の
願
い
）

　
を
成
す
。
　
（
東
回
集
、
巻
四
、
九
華
山
陽
明
書
院
記
）

　
又
、
次
の
資
料
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
鍮
年
（
嘉
靖
七
年
）
、
…
…
九
華
書
院
成
り
、
先
生
、
こ
れ
に
記
す
。
　
（
天
台
集
、
巻
十
四
、
牡
丹
伝
）
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⑭
嘉
靖
八
年
ご
ろ
の
陽
明
学
を
め
ぐ
る
政
治
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
「
王
陽
明
は
学
問
的
に
は
そ
の
弊
害
が
多
々
認
め
ら
れ
る
が
、
廣
濠
の
反
乱
を
平

　
要
し
た
功
績
は
評
価
で
き
る
」
と
い
う
吏
部
廷
臣
の
意
見
を
、
嘉
靖
帝
は
是
と
し
て
い
る
（
世
宗
実
録
、
嘉
靖
八
年
二
月
戊
辰
の
条
、
及
び
甲
戌
の
条
）
。

　
な
お
陽
明
学
を
め
ぐ
る
政
治
状
況
に
関
し
て
は
、
中
純
夫
氏
「
徐
階
研
究
」
　
（
富
山
大
学
教
養
部
紀
要
第
2
4
巻
1
号
、
人
文
・
社
会
科
学
編
）
に
、
よ
り
詳

　
し
い
論
述
が
あ
る
。

⑮
嘉
靖
己
丑
（
八
年
）
、
　
（
朱
子
礼
）
維
揚
に
按
治
し
、
金
陵
に
執
鎖
す
。
而
し
て
学
を
論
じ
、
因
り
て
以
て
記
を
問
う
。
　
（
東
廓
集
、
巻
四
、
燗
然
亭
記
）

⑯
『
五
泊
集
』
、
巻
五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
書
簡
、
「
簡
湛
甘
泉
先
生
」
「
再
上
甘
泉
先
生
」
の
内
容
を
見
る
限
り
、
甘
泉
の
こ
の
返
信
に
対
す
る
往
信

　
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

⑰
荒
木
見
悟
氏
「
湛
甘
泉
と
王
陽
明
1
な
ぜ
甘
泉
学
は
陽
明
学
ほ
ど
発
展
し
な
か
っ
た
か
一
」
（
『
明
代
思
想
研
究
』
所
収
）
に
は
、
甘
泉
思
想
と
陽
明
思

　
想
に
関
す
る
よ
り
掘
り
下
げ
た
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

⑱
吉
田
公
平
氏
「
郷
東
廓
」
（
陽
明
学
大
系
第
五
巻
、
『
陽
明
門
下
ω
』
所
収
）

⑲
若
し
真
に
良
知
を
信
じ
得
過
ぐ
る
時
、
…
…
…
独
往
独
来
し
て
、
珠
の
盤
を
走
る
が
如
く
、
拘
管
を
待
た
ず
し
て
そ
の
則
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
　
（
下
龍
渓
全

　
集
、
巻
四
、
過
豊
城
答
問
）

⑳
『
陽
明
学
の
位
相
』
第
四
章
「
頓
悟
と
漸
修
」

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

⑳
新
本
の
、
先
に
去
き
て
事
物
の
理
を
窮
格
す
る
が
如
き
は
、
即
ち
荘
荘
蕩
蕩
と
し
て
、
都
て
着
落
す
る
処
な
し
。
用
っ
て
箇
の
敬
の
字
を
添
う
る
を
須
ち
て
、

　
は
　
じ
　
　
　
　
　
け
ん
し
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
方
才
め
て
牽
祉
し
得
て
、
身
心
の
上
に
向
い
来
る
。
然
も
終
に
是
れ
根
源
没
し
。
　
（
伝
習
録
、
巻
上
、
1
3
条
）

⑳
東
廓
集
、
巻
二
、
青
原
贈
処

⑳
「
は
じ
め
に
」
の
中
で
示
し
た
拙
稿
。

⑳
吉
田
公
平
氏
前
掲
論
文
。

（
補
注
一
）
近
有
郷
大
夫
請
某
講
学
者
。
云
、
除
却
良
知
、
還
有
卦
磨
説
得
。
某
答
云
、
除
却
良
知
、
還
有
甚
麿
説
得
。
　
（
書
簡
⑤
）

　
　
　
　
な
お
右
の
文
中
の
「
請
」
は
『
文
成
全
書
』
で
は
「
請
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
　
『
王
陽
明
全
集
第
二
巻
　
文
録
』
　
（
明
徳
出
版
社
）
中
の
「
嘉
靖
重

　
　
　
　
刻
本
に
よ
っ
て
改
め
る
」
と
の
指
摘
に
よ
り
改
め
た
。

（
補
注
二
）
類
似
の
主
張
が
『
東
廓
集
』
巻
五
、
　
「
簡
呂
脛
野
宗
伯
」
中
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　
　
「
望
薄
の
教
え
は
、
只
だ
己
を
修
め
て
以
て
敬
す
る
に
在
る
の
み
。
敬
な
る
者
は
、
良
知
の
精
明
に
し
て
、
諾
う
る
に
私
欲
を
以
て
せ
ざ
る
な
り
。
」
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